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長野県総合教育センター通信 

し の の め 

   ８月２５日（火） 中学校数学の評価問題 図形 

 全国学調の結果を基にした授業改善の方向性と、Ｂ問題を参考にした作問を

学びます。 

  １０月 １日（木） 生命に学ぶ 中学校理科 

 解剖実習や制作実習を通して、体のつくりについての理解を深め、授業で生

かせるようにします。 

  １０月 ６日（火） 「特別の教科道徳」（仮称）とこれから 

 昭和女子大学大学院押谷教授の講義・演習から「特別の教科 道徳」につい

て学びます。 

  １１月２６日（木） 思考力・表現力を育む算数・数学 

 全国学調に精通された講師から、授業づくり、作問について学びます。 

  １２月１５日（火） 家族と家庭生活 

 実習では、高齢者理解のための介護実習を学びます。 

 

平成２７年８月２２日（土）１０：００～１５：００ 

 各コーナーの案内は４ページをご覧ください。 
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「学力の三要素」というのは，「基礎的な知識及び技能」，「それらを活用して課題

を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の能力」，「主体的に学習に取

り組む態度」の３つだよね。そして，これらを基に構成される「確かな学力」を

育むことが重要だ，といわれるけれど，算数・数学では，どのように学力向上を

図っていけばいいんだろう？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

算数・数学 編  

 

中学校数学の学習指導要領では，「数学的活動」

が指導内容として位置づけられていて，「生徒が

目的意識をもって主体的に取り組む数学にかか

わりのある様々な営み」と説明されています。 

これが大事なことですよね。 

具体的には，どのような活動のことをいってい

るのですか？ 

ねえ、学力って何？教えて！② 

ミガコ先生 

「数学的活動」では，問題を解決するまでのプロセスに注目するこ

とが大切だね。特に中学校数学で重視しているのは， 

 既習の数学を基にして，数や図形の性質などを見いだし，発展さ

せる活動 

 日常生活や社会で，数学を利用する活動 

 数学的な表現を用いて，根拠を明らかにし筋道を立てて説明し，

伝え合う活動 

の３つの活動で，これらの活動を通した指導によって，数学を活用

して考えたり判断したりすることが一層できるようにすることや，

数学を学ぶことの楽しさや意義が実感できるようにすることを目指

しているんだよ。 

ということは，単に計算して答えを出すことや，方程式が解け

たり，グラフがかけたりするだけではなく，どのようにして考

えるのかを学ぶことが大切なんですね。 

トモニ先生 

つなぐ先生 

技能だけでなく，思考力・表現力が大切ってことはわかるんだけど･･･ 

どんな点に気を付けて，指導していけばいいのかなあ？ 
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教科の学習内容についても，「教科を横断して取り組む汎用的な学力」「教科の本質に関わ

るもの」「教科固有の知識・技能」といった観点で整理し，学年会や教科会で共有していく

ことで，学校全体として児童・生徒のより良い学びに結び付けていきましょう。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

実際の授業でも，得られた成果をお互いに共有するために，根拠を明ら

かにして説明し伝え合う活動を取り入れていけば，自然と言語活動が活

発になるし，学習内容のより深い理解につながるはずだよ。 

そのためには，子どもたちの思考を促すような発問を用意しておくことも必

要だね。日頃から発問を工夫して，子どもたちが「理由の説明」や「方法の

説明」といったプロセスに注目した答え方をしていれば，お互いに話し合う

場面でも，観点を明確にした説明ができるようになるんじゃないかな。 

だから，「めりはり」の部分では，観点や目的を明確にした上で

ペア学習やグループ学習なども取り入れて，子どもたち自身が説

明する場面を設定することが大切になるわね。 

「見とどけ」でも，一時間を振り返って，過程と成果を子どもたちの言葉

でまとめられるようにしたいのですが，そのためには，僕たち自身が指導

内容を精選して時間を確保したり，一時間の活動のプロセスが見える板書

を心がけたりする必要がありますね。やっぱり，ねらいに沿った子どもた

ちの追究を引き出すためには，教材研究が重要ってことですね。 

ミガコ先生のいう「どのようにして考えるのか」というのは，具体的には，数

学的な事実や手順を見いだすだけでなく，帰納や類推，演繹などの数学的な推

論の進め方の質を高めていくということだよね。このことは，とても重要だね。 

小学校の「算数的活動」でも，例えば４年生の内容として，「目的に応じて計

算の見積もりをし，計算の仕方や結果について適切に判断する活動」を指導

するように，学習指導要領に示されているね。 

小学校も，中学校も，目指している方向は一緒じゃないかな。 

算数・数学の大きな目標は，子どもたちの成長に合わせて，「算数的活動・

数学的活動」を充実させ，「確かな学力」を育てていくことなんですね。 

 このように算数・数学では，「算数的活動・数学的活動」を充実させるという視点を持

つことにより，発問や板書といった授業改善の方向性も見えてきます。 
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